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一
入
會

甦

に

つ

い
て
　
一

　
　
　
　
　
（

津

田

利

7台

一

噸
　
一
人
會
肚
（
o
葛
診
ぎ
8
葺
瞥
騨
⇔
ざ
国
ぎ
3
聾
ご
時
o
ω
Φ
房
9
即
騨
）
と
云
ふ
の
は
一
人
の
肚
員
（
叉
は
株
主
）
を
以
て
細
織
さ
れ
て
ゐ

る
會
融
ρ
芝
で
あ
る
。

　
現
行
法
上
個
人
企
業
の
有
限
責
任
制
は
一
般
的
に
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
嫁
い
。
然
し
此
の
場
合
會
砒
制
度
を
利
用
す
る
な
ら
ば
、
個
人
企

業
を
實
質
的
に
有
限
責
任
化
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
合
名
會
肚
ゆ
合
資
會
砒
及
び
株
式
合
資
會
枇
ば
何
れ
も
無
限
責
任
瀧
員
を
含
ん
η
ゐ

る
の
で
、
此
の
目
的
に
は
不
適
當
で
あ
る
が
、
株
式
會
肚
と
有
限
禽
杜
と
は
個
人
企
業
の
有
限
責
任
化
に
役
立
ち
得
る
。
一
人
含
蹴
は
實

は
此
の
目
的
の
た
め
に
案
出
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
（
1
）
、

二
　
個
人
企
業
の
場
合
に
於
て
も
凱
そ
の
螢
薫
規
模
が
膨
脹
し
て
取
引
範
園
が
廣
汎
と
な
り
。
使
籾
入
の
数
も
増
え
，
使
用
人
に
委
任
す

る
機
限
の
範
園
も
撰
大
す
る
と
き
は
、
，
砦
業
主
と
し
て
は
最
早
自
ら
そ
の
螢
業
の
全
般
に
亙
つ
て
一
ル
互
細
の
指
揮
監
餐
を
爲
で
．
じ
と
は

不
可
能
で
あ
つ
て
、
雁
、
つ
て
使
思
友
の
不
正
怠
慢
又
は
不
熟
練
等
に
囚
る
損
害
爽
生
σ
危
瞼
も
壇
大
す
る
α
海
商
法
の
領
域
に
於
て
は
既

に
早
く
か
ち
，
船
長
の
行
爲
に
つ
き
鷲
坐
の
責
任
を
制
限
す
る
制
虜
が
存
在
し
て
ゐ
る
ボ
（
商
六
九
〇
條
）
、
之
と
同
一
の
理
由
に
よ
つ

　
　
　
　
　
一
人
會
祉
に
つ
い
t
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
九
七
）



　
　
　
　
一
人
曾
祉
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
九
八
）

て
、
そ
の
他
の
一
般
の
企
業
に
つ
き
螢
業
主
の
責
任
を
、
そ
の
螢
業
財
産
を
限
度
と
す
る
有
限
責
任
と
し
た
い
と
云
ふ
，
企
業
者
側
の
要

求
は
必
す
し
も
理
由
な
き
も
の
と
は
言
へ
な
い
。
若
し
斯
様
な
制
度
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
螢
業
主
は
螢
業
外
の
私
用
財
塵
ま
で
企
業
の
危

瞼
に
曝
さ
れ
る
こ
と
な
ぐ
、
叉
一
人
で
数
種
の
螢
業
を
螢
む
場
合
に
も
、
一
の
螢
業
上
ρ
危
瞼
が
他
の
螢
業
財
産
に
及
ぶ
こ
と
な
く
，
互

に
猫
立
し
て
之
を
経
螢
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
感
用
さ
れ
る
の
が
一
人
會
肚
で
あ
る
（
2
）
。

　
一
人
會
肚
に
於
け
る
ぞ
の
唯
一
人
の
株
主
又
は
杜
員
は
個
人
（
自
然
人
）
に
限
ら
な
い
。
或
る
會
肚
が
他
の
會
肚
の
総
株
式
又
は
持
分

を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
，
コ
ン
ツ
エ
ル
ン
に
於
け
る
親
子
會
肚
の
完
全
な
る
支
配
關
係
の
生
す
る
こ
と
は
廣
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
會

祉
が
そ
の
螢
業
の
一
部
門
又
ね
或
る
支
店
P
螢
業
を
猫
立
経
螢
せ
し
め
、
或
は
特
定
の
特
許
實
施
を
爲
す
九
め
に
、
別
に
｝
人
會
肚
を
設

立
す
る
例
は
頗
る
多
い
。
斯
様
な
こ
と
は
濁
占
禁
止
法
の
施
行
に
よ
つ
て
著
し
く
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
仁
け
れ
ど
も
（
同
法
九
條

以
下
）
、
術
ほ
そ
の
枠
内
に
於
て
は
一
人
會
杜
を
子
會
肚
と
し
て
利
用
し
得
る
（
3
）
。

三
　
株
式
會
杜
も
有
限
禽
肚
も
、
そ
の
本
髄
は
杜
團
で
あ
つ
て
（
商
五
二
條
，
有
一
條
）
、
個
人
企
業
を
そ
の
ま
、
之
等
の
會
肚
組
織
に
攣

へ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
殊
に
株
式
會
肚
の
場
合
に
は
最
低
七
人
の
嚢
起
人
（
商
工
ハ
五
條
）
、
有
限
會
杜
の
場
合
に
も
最
低
こ
人
の
杜
員

が
ゐ
な
け
れ
ば
．
會
肚
を
設
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
然
し
或
る
一
人
の
者
が
、
名
目
的
に
訂
己
の
妻
子
な
ど
を
嚢
起
人
又
ね
肚

員
に
加
へ
て
右
の
最
低
員
数
を
充
た
し
（
所
謂
藁
人
形
¢
霞
帥
類
導
弩
）
、
之
等
の
者
に
は
夫
れ
ぞ
れ
↓
株
宛
又
は
一
口
宛
と
い
ふ
様
な
最

低
限
の
株
式
又
は
出
資
口
を
引
受
け
ル
め
、
残
飴
の
総
株
式
叉
は
閏
資
口
を
自
ら
引
受
け
て
會
肚
を
設
立
し
、
會
肚
成
立
後
は
自
ら
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

取
締
役
と
な
り
、
株
式
會
肚
の
場
合
に
は
他
の
株
主
（
妻
子
）
か
ら
委
任
瓶
附
で
株
券
を
全
部
自
努
に
引
取
つ
て
し
ま
ふ
と
云
ふ
風
匹
嫁

れ
ば
，
會
杜
の
實
穰
は
一
切
そ
の
者
の
手
に
握
ら
れ
、
他
か
ら
干
渉
を
容
れ
る
飴
地
が
な
い
。
斯
る
會
肚
の
螢
む
企
業
は
會
肚
組
織
の
外

被
（
竃
き
箆
）
を
着
て
は
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
實
質
は
そ
の
…
人
株
主
又
は
肚
員
の
個
人
企
業
な
の
で
あ
る
。
而
も
そ
の
會
肚
の
外
被
あ



る
た
め
に
．
瞥
業
上
の
債
樫
者
は
會
肚
債
穰
者
で
あ
つ
て
、
株
主
（
杜
員
）
個
人
の
債
樺
者
で
は
な
い
。
結
局
企
業
の
危
瞼
は
會
肚
財
産

以
外
に
は
及
ば
な
い
こ
と
に
な
り
，
個
人
企
業
の
有
限
責
任
化
を
實
現
し
得
る
の
で
あ
る
。
英
法
上
9
①
巨
き
8
壼
冨
昌
　
と
云
ふ
の

は
主
と
し
て
斯
様
な
藁
人
形
を
用
ひ
た
會
杜
を
指
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
然
る
に
猫
法
上
に
於
て
は
、
一
般
に
會
肚
設
立
に
は
複
激
人
の
存
在
を
要
件
と
し
て
ゐ
る
が
，
會
祉
存
績
の
要
件
と
し
て
は
杜
員
数
の

最
低
限
を
規
定
せ
す
、
帥
ち
杜
員
数
が
一
定
限
を
降
つ
た
場
合
に
會
肚
が
解
散
す
る
と
云
ふ
様
な
規
定
を
設
け
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
で
も
合

名
會
枇
や
合
資
會
肚
は
組
合
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
關
係
上
，
契
約
關
係
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
，
淺
存
當
事
者
一
人
と
な
つ
て
し
ま

つ
て
は
最
早
組
合
契
約
は
認
め
ら
れ
な
い
と
云
ふ
の
で
，
就
員
が
一
人
と
な
れ
ぱ
會
肚
は
當
然
解
敵
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
（
4
）
。

之
に
反
し
株
式
會
肚
、
、
株
式
合
資
會
杜
及
び
有
限
會
祉
の
場
合
に
は
．
株
主
叉
は
杜
員
が
一
人
と
な
つ
て
も
當
然
に
は
そ
の
會
就
は
解
散

し
な
い
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
此
の
後
の
三
種
の
會
杜
に
於
て
は
、
正
面
か
ら
一
人
會
杜
が
存
立
し
得
る
も
の
と
な
り
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

記
の
郊
き
藁
人
形
を
揃
へ
て
置
く
必
要
も
な
い
。
會
肚
設
立
に
は
例
へ
ぱ
蛛
式
會
肚
に
は
五
込
以
上
の
稜
起
人
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
も

（
餌
O
諭
認
）
，
會
杜
成
立
後
∵
人
σ
株
主
か
他
の
株
主
の
総
株
式
を
譲
受
け
て
、
一
人
會
証
と
な
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
狗
逸
で

田
昌
簿
鎖
琶
㎎
霧
Φ
房
象
鑑
げ
と
云
ふ
の
は
此
の
種
の
一
人
會
肚
を
指
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
廣
い
意
味
で
一
人
會
就
と
い
ふ
場
合
に
は
、
右
の
如
く
藁
人
形
を
用
ひ
た
も
の
と
、
之
を
用
ひ
な
い
も
の
と
の
二
た
通
り
あ
る
謹
で
あ

る
が
、
以
下
に
於
て
は
主
と
し
で
後
者
，
帥
ち
藁
人
形
を
用
ひ
な
い
方
の
一
人
會
態
に
つ
き
、
そ
れ
が
我
現
行
法
上
存
立
を
許
さ
れ
る
か

否
か
、
若
し
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
そ
の
本
質
如
何
，
並
に
個
々
の
黙
（
例
へ
ば
株
主
総
會
な
ど
〉
に
つ
い
て
一
般
の
禽
砒
と
異
つ
た
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
如
何
な
る
黙
で
あ
る
か
、
と
云
ふ
様
な
｝
）
と
を
取
扱
づ
で
見
た
い
と
思
ふ
。
藁
人
形
を
用
ひ
る
場
合
は
。

若
し
藁
人
形
な
し
の
一
人
禽
肚
が
禁
止
さ
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
睨
法
性
が
間
題
と
な
る
が
、
今
は
之
れ
に
は
鰯
れ
な
い
で
置
く
。

　
　
　
　
一
人
會
弛
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
九
九
）



　
　
　
　
　
嚇
入
會
軌
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
｝
○
○
）

　
術
ほ
一
人
會
吐
が
個
人
企
業
の
有
限
責
任
化
に
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
計
叢
的
に
永
綾
的
な
一
人
會
融
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
が
．

そ
の
外
に
，
偶
然
の
專
由
に
よ
つ
て
出
現
号
る
↓
人
會
吐
も
考
へ
得
る
。
例
へ
ば
死
亡
共
の
他
の
事
由
匹
因
つ
で
薩
員
が
退
肚
し
た
た

め
、
淺
存
杜
員
が
一
人
と
な
つ
た
會
融
，
或
は
株
主
の
死
亡
に
よ
り
他
の
株
主
が
そ
の
椥
式
を
相
綾
し
た
結
果
、
叉
は
滞
納
株
主
の
株
式

を
消
却
し
た
結
果
（
商
二
一
六
條
）
、
淺
存
株
主
が
一
人
と
な
つ
た
株
式
曾
吐
の
如
き
之
で
あ
る
。
斯
様
な
偶
然
の
一
人
會
肚
は
前
記
の
如

き
蓉
、
就
と
擁
誘
攣
蛎
し
て
翠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
挙
に
於
匠
砦
黙
も
併
せ
て
嚢
し
て
見
た
い
と
田
心
ふ
．

　
詫
　
－
一
人
會
紘
に
關
す
る
皮
献
　
　
岡
野
會
就
法
五
九
九
頁
引
用
、
国
Φ
ぽ
ク
U
ご
O
包
げ
国
。
ぎ
函
ξ
①
冒
げ
霞
寧
国
”
冨
9
需
ザ
P
国
幻
。
目
一
膨
山
。

　
　
目
喜
鉾
ω
●
§
R
差
①
一
聾
山
」
笏
」
国
●
ψ
§
第
自
卑
ω
』
。
。
q
強
u
琶
薦
。
田
弩
①
昌
霞
寧
寓
寅
目
零

　
　
ω
」
趨
㊥
　
吋
臥
包
巌
邑
亀
一
国
g
N
霞
母
8
簿
博
｝
簿
ド
ψ
憲
一
第
虚
U
霞
鉾
9
①
国
甘
g
讐
ご
鴨
誓
一
猷
9
幾
鉾
N
劇
鼻
一
毘
9
00
。
心
∂
漕
律
）

　
　
ψ
一
。
。
癖
論
。
因
簿
N
畦
。
鉾
N
G
唐
零
・
び
一
書
，
q
窪
匡
昌
ヨ
讐
轟
霧
。
｝
一
零
冨
｛
∬
N
｝
舅
」
。
。
。
高
●
ψ
。
G。
箪
名
鋤
島
ρ
u
一
①
国
ぎ
暴
暮
篶
m
Φ
一
一
－

　
　
・
。
。
｝
・
葺
ぎ
ω
馨
霞
㊦
身
・
国
臣
・
壽
。
。
・
ω
・
罵
・
国
二
9
u
霞
o
①
菩
β
窮
冒
量
・
器
葬
身
唇
び
①
あ
。
再
ぎ
一
窟
。
蓉
毎
琶
｝

　
　
目
頃
」
鴇
9
ω
」
蕊
第
ω
㊦
畠
の
5
ご
亀
帽
善
量
昌
け
臣
召
g
－
墨
暮
。
宮
ロ
●
ぬ
ヨ
σ
甲
や
竪
昇
画
p
認
国
●
お
聾
ω
・
峯
。
Q
舜
国
目
Φ
ざ

　
　
ω
一
昆
ぎ
切
亀
訂
飢
幕
目
弓
8
9
霞
鴨
絶
諄
鼠
坤
び
。
智
皇
9
①
＜
R
鋸
響
昏
雪
①
一
ご
霞
帥
鼠
書
。
b
o
①
の
Φ
一
ぎ
富
津
汐
浮
け
目
島
山
窃

　
　
ω
鉱
百
ぎ
霧
9
富
巴
ω
㊦
蒔
曾
の
》
痒
凶
g
島
窃
の
層
寓
暮
8
冠
鴨
。。
o
詩
魯
9
。
津
曽
昌
N
岳
魯
睾
嘘
N
切
頃
●
ぢ
欝
。
ω
。
一
〇
〇〇
廟
●
国
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の
●
o
o
密
●

　
2
扁
人
會
肚
利
用
の
稽
墨
脱
法
的
な
方
面
と
し
亡
は
、
偏
へ
ば
銀
行
業
、
信
託
業
等
本
來
個
人
企
業
と
し
て
は
許
さ
れ
訟
い
事
業
も
株
式
會
杜
を

設
立
し
、
で
ギ
の
株
武
を
一
手
に
占
め
る
こ
ど
に
夢
り
實
質
的
歴
は
個
人
の
経
管
が
可
郎
と
な
る
㌔
又
許
可
管
業
の
権
利
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
普
通
で

は
椰
々
面
倒
で
あ
る
が
、
一
人
會
祉
が
そ
の
管
業
許
可
を
得
て
置
け
ば
，
あ
と
は
そ
め
総
株
式
を
護
渡
す
る
こ
と
に
よ
り
賛
質
的
に
は
轡
業
譲
渡
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ド

簡
軍
に
出
來
る
。
不
動
産
所
有
者
が
一
會
肚
を
設
立
し
て
、
そ
の
不
動
産
を
會
祉
名
義
に
し
て
置
け
ば
、
相
績
開
始
し
た
場
合
で
も
、
或
は
不
動
産

を
他
に
譲
渡
す
る
場
合
ぞ
、
嚢
5
い
瀦
嚢
演
薦
し
さ
へ
詫
婆
い
電
、
不
禮
の
濤
上
箭
薯
（
鯉
だ
は
霧
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
デ

い
か
ら
、
不
動
産
登
記
は
必
要
で
な
．
い
。
依
つ
て
登
録
税
不
動
滝
取
得
耽
等
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
3
　
男
認
①
e
郎
づ
山
o
さ
国
o
旨
N
霞
5
切
．
ω
’
一
瑠
。
　
U
亀
玖
N
国
自
●
一
〇
b
o
9
碧
M
鱒
　
≦
一
巴
樽
一
q
｝
＝
垣
●
自
閃
脅
¢
o
o
o
o
魅
　
大
隅
、
會
殖
法
論

噸
九
八
頁
◎

4
　
国
」
ち
げ
巨
器
戸
9
。
●
彊
．
ρ
の
●
b
o
奨
聾
き
ダ
9。
。
四
●
O
●
㈱
一
〇
。
oo
鳳
曽
B
b
o
．
ω
。
び
一
農
①
一
び
o
お
o
ぴ
犀
O
犀
ε
oo
o
’
惚
o
。
㏄
・
》
β
ヨ
●
レ
o
。

二二

四
　
我
現
行
法
上
、
會
祉
は
総
て
社
團
で
あ
つ
て
（
商
五
二
條
．
有
一
條
）
、
株
式
會
肚
以
外
の
會
祉
は
皆
、
「
肚
員
ガ
嚇
人
ト
爲
リ
タ
ル

コ
ト
」
愈
法
定
の
解
散
事
由
と
し
て
ゐ
る
（
商
九
四
條
．
」
四
七
條
，
四
六
九
條
、
有
九
六
條
）
。
從
つ
て
之
等
の
會
枇
は
皆
一
人
會
杜
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

し
て
存
立
し
得
る
も
の
は
な
い
。
勿
論
解
散
し
七
も
直
ち
に
梅
利
能
力
が
失
は
れ
る
繹
で
は
な
く
、
清
算
の
目
的
の
範
園
内
に
於
で
は
彷

存
績
す
る
も
の
と
看
傲
さ
れ
て
ゐ
る
し
（
商
二
六
條
）
、
新
に
肚
員
を
加
入
廿
し
め
っ
會
肚
を
纏
績
す
る
こ
と
も
餌
來
る
か
ら
（
商
九
五

條
二
項
、
有
七
〇
條
二
項
）
、
そ
の
聞
は
一
人
會
肚
と
し
て
法
律
上
存
在
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
，
る
が
、
斯
か
る
解
散
後
存
綾
す
る
一

人
會
枇
は
今
は
間
題
外
と
す
る
。

　
之
に
反
し
株
式
會
融
の
場
合
に
は
。
商
法
は
そ
の
設
立
の
た
め
に
は
七
人
以
上
の
爽
起
人
（
株
主
）
を
必
要
と
し
（
商
一
六
五
條
　
一

　
　
　
　
　
一
人
曾
耽
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
…
○
雨
V



　
　
　
　
一
人
會
吐
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
　
　
　
（
一
〇
二
）

六
九
條
）
、
且
つ
改
正
前
は
「
株
主
ガ
七
人
未
満
こ
減
シ
タ
ル
コ
ト
」
を
解
散
事
由
に
掲
げ
て
ゐ
た
の
に
（
敗
正
前
商
二
h
二
條
）
、
現
行
法

は
之
を
法
定
の
解
散
事
由
か
ら
削
除
し
て
し
ま
つ
た
（
商
四
〇
四
條
）
。
そ
こ
で
最
初
七
人
以
上
あ
つ
た
株
主
が
漸
減
し
て
七
人
未
満
に
な

つ
て
も
、
現
行
法
上
で
は
株
式
會
融
は
解
散
し
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
然
し
株
主
員
数
が
更
に
減
少
し
て
、
一
人
叉
は
無
と
な
つ
t

場
合
に
も
荷
ほ
解
散
せ
す
に
存
立
し
得
る
も
の
で
あ
ら
う
か
（
－
）
。
此
の
黙
に
つ
い
て
商
株
は
直
接
規
定
を
設
け
な
か
つ
九
の
で
、
後
述

の
如
く
多
少
㊧
疑
問
を
淺
し
て
ゐ
る
が
、
若
し
之
を
肯
定
し
得
る
な
ら
ば
，
我
國
に
於
て
は
現
行
法
敷
株
式
會
肚
に
限
り
一
人
會
胤
の
存

立
を
許
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
（
2
）
。

　
改
正
前
商
法
に
於
て
，
株
主
が
七
人
未
満
に
減
じ
忙
る
こ
と
を
株
式
會
肚
の
解
散
事
由
と
し
て
ゐ
た
こ
と
に
付
い
で
は
、
げ
麓
來
か
ら
學

者
闇
に
異
論
の
あ
つ
た
所
で
あ
つ
て
（
3
）
、
昭
和
六
年
法
制
審
議
會
答
巾
の
断
法
改
正
要
綱
第
百
七
十
も
此
め
規
定
を
割
除
す
べ
き
も
の

と
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
現
行
商
法
四
〇
四
條
が
こ
の
改
正
要
綱
の
主
旨
に
從
つ
て
，
方
規
定
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ

な
い
。
然
ら
ば
何
故
之
を
削
除
す
る
必
要
が
あ
つ
た
か
。
そ
の
理
由
を
、
改
正
要
綱
起
案
者
の
一
人
で
あ
る
松
本
博
士
は
左
の
如
く
論
明

さ
れ
る
（
4
）
Q

　
『
「
株
主
が
七
人
未
満
に
減
じ
た
る
こ
と
」
を
削
除
せ
ん
と
す
る
な
，
七
人
以
上
δ
株
主
あ
る
こ
と
を
會
杜
成
立
の
要
件
と
す
る
に
止
め

　
て
、
之
を
會
祉
存
績
の
要
件
た
ら
ざ
る
も
の
と
し
ポ
う
と
謂
ふ
意
味
で
あ
る
。
蓋
し
七
人
以
上
の
株
主
を
會
肚
存
績
要
件
之
す
、
る
ど
き

　
は
、
無
名
記
株
の
獲
行
あ
ゆ
元
る
場
合
の
如
き
は
株
主
の
員
数
を
確
知
し
得
な
い
か
ら
、
何
人
も
知
ら
ざ
る
問
に
會
肚
が
解
散
し
て
居

　
る
奇
槻
を
呈
す
べ
き
で
あ
る
。
外
國
法
に
於
て
も
或
員
数
の
株
主
ー
例
へ
ぼ
猫
に
於
て
は
五
人
．
佛
に
於
て
は
七
人
、
英
に
於
て
も

　
原
則
と
し
て
七
入
ー
ー
を
以
て
會
杜
戌
立
の
轡
件
ど
す
る
を
常
と
し
て
み
る
が
・
共
員
敷
を
訣
く
に
至
り
た
る
こ
と
を
解
散
の
原
因
と

　
し
て
居
る
も
の
は
其
例
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
，
若
し
會
杜
の
存
績
に
關
し
て
も
七
人
の
株
主
に
重
を
置
く
必
要
あ
り
と
ず
れ
ば
　
佛



　
法
（
千
八
百
六
＋
七
年
法
三
八
條
）
の
如
く
株
主
が
七
人
未
蒲
と
爲
ψ
て
よ
り
一
定
期
間
を
経
過
し
仁
る
後
、
利
害
關
係
人
の
申
請
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
因
つ
て
裁
判
所
が
解
散
を
命
じ
得
る
こ
と
に
す
る
を
以
て
足
る
σ
で
あ
る
。
然
る
に
會
肚
の
存
績
上
株
主
の
員
数
に
重
を
置
か
ざ
る
べ

　
か
ら
ざ
る
理
由
は
な
く
、
寧
ろ
多
数
外
國
法
上
は
一
人
會
肚
（
o
話
目
き
『
9
冨
昌
）
の
存
在
が
認
め
ち
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
凋
株
式
禽
杜
法
案
・
（
圃
七
八
條
）
の
如
き
は
新
に
明
文
を
以
て
圃
入
會
杜
を
認
め
る
こ
と
に
し
て
居
る
。
我
邦
に
於
て
も
事
實
上
或
一

　
會
砒
又
は
一
個
人
が
會
肚
株
式
の
全
部
を
所
有
す
る
一
人
會
肚
は
相
當
多
数
存
在
し
て
居
る
。
此
場
合
に
於
で
は
名
義
上
他
の
数
人
が

　
株
主
を
設
け
、
其
株
舞
に
白
紙
委
任
状
を
附
し
て
自
己
の
手
に
納
め
て
置
く
の
で
あ
る
。
醜
に
此
の
如
き
一
人
禽
肚
の
事
賛
上
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
あ
り
、
且
之
を
認
む
る
實
用
あ
り
と
す
れ
ば
七
人
の
株
主
を
會
耽
存
績
の
要
件
と
す
る
こ
と
を
慶
す
る
を
可
と
し
而
も
之
に
代
は
る
べ

　
き
規
定
を
設
ギ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
』

　
此
の
松
本
博
士
の
詮
明
は
、
帝
國
議
會
に
於
け
る
商
法
中
改
正
法
律
案
の
審
議
の
際
に
も
政
府
委
員
か
ら
同
趣
旨
の
論
明
が
あ
つ
忙

ル
、
現
行
商
法
四
σ
四
條
の
解
繹
と
し
て
も
殆
ど
線
て
の
學
者
に
よ
つ
て
無
條
件
に
受
け
容
れ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
（
5
）
。
そ
れ
は
む

し
ろ
一
般
に
現
行
商
法
の
下
に
あ
つ
て
は
、
株
式
會
牡
は
株
主
一
人
と
な
つ
て
も
解
散
せ
す
に
存
立
レ
得
る
こ
と
を
自
明
の
理
と
し
て
ゐ

る
も
の
の
如
く
で
あ
る
（
6
）
。

　
然
し
陰
が
ら
，
右
の
詮
明
に
よ
れ
ば
、
商
法
四
〇
四
條
改
正
の
目
的
に
は
二
つ
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
帥
ち
一
は
株
式
會
杜
に
於

て
株
主
七
人
以
上
あ
る
こ
と
を
會
祉
成
立
の
要
件
と
す
る
に
止
め
て
、
之
を
會
杜
存
績
の
要
件
た
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他

の
ザ
は
株
主
一
人
と
な
る
も
株
式
會
杜
は
解
散
せ
ざ
る
も
の
と
す
る
．
）
と
之
で
あ
る
。
此
の
二
つ
の
事
が
ら
は
、
や
や
も
す
る
と
同
『
覗

さ
れ
勝
ぢ
で
あ
る
が
、
決
し
て
同
一
事
項
で
は
な
い
。
且
つ
前
者
と
後
者
と
は
之
を
認
め
る
に
つ
い
て
の
理
由
に
於
て
も
全
く
洌
個
の
も

の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
人
會
祉
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
一
〇
三
）



　
　
　
　
　
一
人
會
敢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
一
〇
四
）

　
謎
　
1
　
株
主
一
人
と
た
る
原
因
は
株
式
の
譲
渡
、
和
績
等
に
囚
つ
て
、
一
人
で
或
る
會
就
の
総
秣
式
を
取
将
す
る
と
云
ふ
の
が
最
も
普
通
で
あ
る
が
、

　
　
株
式
の
浦
却
（
殊
に
商
二
一
六
條
に
依
る
浴
却
）
叉
は
併
合
等
に
よ
つ
て
も
株
宝
一
人
と
な
る
こ
と
を
考
へ
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
樹
ほ
、
或
る
一
人
の
株
主
を
除
き
覧
其
の
他
の
縛
株
式
を
會
就
に
於
て
取
得
し
た
場
合
（
商
二
一
〇
條
滲
照
）
に
も
、
實
際
上
一
人
會
祉
と
同
様
の
結

　
　
果
を
生
ず
逐
。
次
に
株
宝
が
無
と
な
る
場
合
は
佐
η
多
く
を
豫
愁
し
得
な
い
。
蓋
し
株
途
は
合
名
會
証
々
員
等
と
異
り
死
亡
、
被
産
其
他
に
ょ
つ
て
邉

　
　
就
す
す
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
例
へ
ば
、
會
杜
が
絡
株
式
を
滑
却
し
た
り
、
叉
は
絡
て
の
自
己
株
式
を
取
得
し
た
り
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

　
　
る
と
す
わ
ば
、
株
主
の
一
人
も
居
ら
ぬ
株
式
會
此
と
云
ふ
の
が
出
現
す
る
。

　
　
　
2
　
個
人
企
業
の
有
限
責
任
化
か
一
人
會
沈
を
認
め
る
こ
と
の
宅
た
る
数
用
の
M
つ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
寧
ろ
有
限
會
杜
に
ζ
そ
一
人
會
社
を
認
む

　
　
べ
き
で
あ
つ
て
P
外
國
の
例
を
見
て
も
、
株
式
會
耽
の
み
榎
一
人
會
証
を
認
め
、
有
限
會
融
に
は
之
を
認
め
な
い
と
云
ふ
の
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
馨
少
敷

　
　
の
例
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
o
国
簿
N
鈴
吋
O
崩
一
鉾
鉾
O
●
　
　
　
　
β

　
　
　
3
　
松
波
、
日
本
商
法
四
一
七
頁
、
松
本
、
日
本
魯
肱
法
論
四
一
一
買
、
烏
賀
陽
、
會
産
法
二
七
〇
頁
謎
一
二
◎

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
4
　
　
松
本
、
商
法
’
改
正
要
細
野
解
川
説
、
　
私
法
論
丈
紐
渠
緒
ハ
編
一
六
四
』
百
（
o

　
　
へ
5
叢
寅
焉
法
護
覇
三
套
一
頁
、
轟
外
歪
、
禁
薯
羅
藷
三
五
頁
、
田
象
琶
、
改
焉
鼓
複
寵
藏
婁
吾

　
　
頁
、
同
、
改
正
會
祉
法
概
論
七
六
七
頁
、
大
隅
、
會
祉
法
論
四
五
〇
頁
、
小
町
谷
、
商
法
講
義
総
一
、
四
二
五
頁
、
田
巾
（
誠
）
、
改
正
會
祉
法
提
要
四

　
　
三
二
頁
、
西
本
（
寛
）
、
改
正
商
法
解
読
三
五
六
頁
。

　
　
　
6
　
前
謎
所
掲
の
外
、
佐
々
、
新
商
法
要
義
三
〇
六
頁
、
同
、
日
本
新
會
肚
法
五
〇
六
頁
、
大
森
、
會
杜
法
、
新
法
學
杢
集
五
〇
〇
頁
、
西
島
、
改

　
　
正
會
胱
法
五
三
〇
頁
、
横
田
、
會
杜
法
講
義
四
頁
、
佐
藤
、
新
會
“
法
論
U
八
七
頁
。

五
　
無
記
名
式
の
株
雰
が
爽
行
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
そ
の
性
質
上
、
株
主
が
現
呑
幾
天
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
確
知
す
る
方
法
は
な
い

か
ら
、
若
し
會
肚
が
無
記
名
株
の
み
セ
焚
行
す
る
場
合
に
は
、
會
肚
も
株
主
も
そ
の
他
何
人
も
知
ら
ざ
る
問
に
株
主
絡
数
が
七
人
未
満
に
減

少
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
様
な
事
も
考
へ
得
る
。
從
つ
て
改
正
前
の
如
く
、
株
主
七
人
未
満
と
爲
り
た
る
に
と
を
解
散
事
由
と
す
る
と
さ
・
」
は
、

～
何
人
鴫
知
ら
ざ
る
問
に
會
肚
が
解
散
し
で
、
居
る
奇
親
を
呈
ず
」
る
の
で
あ
る
。
然
し
斯
様
な
現
象
け
會
肚
の
株
式
の
全
部
ガ
無
記
名
式
で

あ
る
場
合
に
限
つ
て
生
す
る
の
で
あ
つ
て
、
會
肚
が
一
部
分
で
も
記
名
株
を
焚
行
し
て
ゐ
れ
ぱ
、
斯
様
な
心
配
ぱ
な
い
課
で
あ
る
（
1
）
。



だ
か
ら
若
し
立
法
論
と
し
て
、
株
式
會
杜
に
あ
つ
て
は
常
に
一
定
員
数
似
上
の
株
主
の
存
在
が
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
．
返
っ
て

無
記
名
株
の
焚
行
の
方
を
此
の
黙
か
ら
適
當
に
l
f
例
へ
ぱ
七
人
以
上
の
記
名
株
主
を
淺
す
こ
と
を
要
す
る
と
い
ふ
が
如
く
に
ー
、
卜
抑
制

す
べ
き
で
あ
つ
て
、
之
を
爲
さ
す
し
で
反
封
に
罧
主
員
激
に
拘
ら
す
株
式
會
肚
を
存
績
せ
し
都
る
と
い
函
が
如
き
は
本
末
韓
倒
と
言
は
ざ

る
を
得
な
い
。
況
ん
や
禽
肚
が
無
記
名
株
を
襲
行
し
て
ゐ
な
い
場
合
に
於
て
も
、
會
魔
存
績
の
江
め
に
は
株
主
員
数
を
問
題
と
し
な
い
と

い
ふ
結
論
は
、
之
れ
だ
け
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
之
を
導
き
出
す
こ
と
は
出
來
な
い
（
2
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
㊧
み
な
ら
す
、
假
盈
月
杜
の
株
式
が
杢
部
無
記
名
式
で
あ
つ
亡
と
し
て
も
、
そ
の
株
主
員
撒
を
確
知
し
得
な
い
の
は
、
最
後
の
こ
人
に

至
る
ま
で
で
あ
つ
て
、
若
し
最
後
の
一
人
が
會
肚
の
総
株
式
を
取
得
す
れ
ば
、
少
く
と
も
そ
の
株
主
（
從
つ
て
叉
、
総
株
主
）
に
と
つ
て

は
、
自
分
以
外
に
は
其
の
會
肚
の
株
主
は
一
入
も
居
ら
ぬ
と
い
ふ
事
實
は
明
確
に
知
ひ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
人
も
知
ら
ざ
る
間
に
株

主
が
一
人
と
な
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
が
如
き
こ
と
は
在
砂
得
な
い
。
勿
論
改
正
前
の
如
く
、
無
記
名
株
の
嚢
行
に
つ
い
て
何
等
の
拗
制
手
段

を
用
意
ぜ
す
し
て
、
而
も
株
主
七
人
未
満
に
減
じ
た
こ
と
を
解
散
事
由
と
す
る
こ
と
は
賛
成
し
難
じ
所
で
あ
つ
て
、
此
の
黙
ほ
改
正
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
ャ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ベ
き
も
の
で
あ
る
が
、
之
が
た
め
一
人
會
砒
や
無
人
會
祉
ま
で
存
績
を
勃
勝

ね
ぱ
な
ら
な
い
と
云
ふ
理
由
は
一
つ
も
な
い
。
帥
．
ち
松
本
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

士
そ
の
他
一
般
撃
者
の
掲
げ
る
此
の
理
由
は
、
株
主
員
薮
最
低
，
七
人
の
限
度
を
撤
駿
す
る
た
め
の
理
由
た
り
得
る
に
止
ま
り
、
一
人
禽

批
を
存
綾
せ
し
む
る
た
め
の
理
由
声
は
な
り
得
な
い
も
の
で
あ
呂
膨
。
換
誉
す
れ
ぱ
、
若
し
之
れ
だ
け
の
理
由
な
ら
ぱ
、
株
式
會
杜
も
他
の

會
杜
と
歩
調
を
一
に
し
て
、
そ
の
解
散
癖
由
の
中
に
「
株
主
ガ
∵
人
ト
爲
“
タ
ル
コ
ト
」
と
い
ふ
一
號
を
加
へ
て
置
く
の
が
至
當
で
あ

り
、
假
に
此
の
規
定
が
な
か
つ
た
と
し
て
も
，
解
繹
上
同
一
の
結
果
に
達
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
固
よ
砂
無
記
名
株
の
焚
行
を
認
め
た
限
ρ
、
そ
の
流
通
上
の
障
碍
は
出
來
る
だ
け
除
去
し
て
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
無
記
循
株
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
性
質
王
、
株
式
の
分
散
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
流
通
の
途
上
、
九
ま
た
ま
少
数
者
の
手
に
集
中
寸
る
こ
と
も
豫
期
せ
ね

　
　
　
　
一
人
會
温
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
一
〇
五
）



　
　
　
　
　
一
人
會
壮
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
（
一
〇
六
）

ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
度
毎
に
會
肚
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
る
様
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
斯
様
な
正
常
の
取
引
に
よ
つ
て
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

す
る
偶
然
の
事
由
に
よ
つ
て
會
杜
を
解
散
せ
し
む
る
こ
と
は
、
企
業
維
持
と
い
ふ
黙
か
ら
も
之
を
避
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
（
3
）
。
そ
こ

で
前
述
の
如
く
、
無
記
名
株
の
稜
行
を
制
限
し
て
置
け
ば
、
此
の
危
瞼
は
豫
防
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
假
に
無
記
名
株
は
無
制
限
に
獲
行

せ
し
む
る
方
が
良
い
と
い
ふ
考
へ
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
一
人
會
肚
の
存
績
を
認
め
る
方
が
良
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
、
フ
。

然
し
此
の
場
合
に
於
て
も
、
そ
の
認
め
ら
れ
る
一
人
會
肚
と
い
ふ
の
は
、
飽
ま
で
一
時
的
現
象
と
し
で
の
一
人
會
肚
の
こ
と
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
帥
ち
或
る
瞬
間
に
於
て
、
た
ま
た
ま
株
主
が
一
人
と
な
つ
て
も
、
早
晩
再
び
株
式
が
分
散
す
る
こ
と
を
豫
期
さ
れ
る
限
度
に

於
て
二
人
會
募
存
蓼
認
め
段
よ
い
み
が
蕊
農
外
國
の
立
法
例
に
寛
ら
鷲
如
く
・
或
竺
定
期
間
姦
つ
て
天
會

杜
の
存
績
を
認
め
る
と
か
、
或
は
一
定
期
問
を
定
め
て
裁
判
肝
か
ら
そ
の
株
式
の
譲
渡
を
命
じ
、
之
に
鷹
じ
な
け
れ
ば
會
肚
の
解
散
を
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

す
る
と
か
、
或
は
、
一
定
期
間
以
上
會
社
の
総
株
式
を
所
有
し
て
ゐ
た
者
は
、
そ
の
當
時
會
肚
の
負
擦
し
て
ゐ
た
債
務
に
つ
き
、
直
接
　
濟

の
義
務
を
負
は
し
め
ら
れ
る
と
か
、
色
々
な
方
法
が
考
へ
ぢ
れ
て
然
る
可
き
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
か
う
い
ふ
理
由
で
計
書
的
永
績

的
な
本
來
の
一
人
會
肚
妻
で
も
、
一
様
に
無
條
件
に
存
立
を
認
め
て
し
ま
ふ
の
は
無
策
に
過
ぎ
る
。

　
註
　
1
　
記
名
株
式
の
場
合
に
も
・
株
雰
の
裏
書
に
よ
り
、
叉
は
白
紙
委
任
歌
附
に
て
譲
渡
さ
ポ
る
場
合
に
は
、
會
就
そ
の
他
何
人
も
知
ら
ざ
る
問
に
、

　
　
株
宝
が
七
人
未
満
に
減
少
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
こ
と
も
起
り
得
る
。
然
し
既
の
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
は
商
二
〇
六
條
の
規
定
に
從
つ
て
名
義
書
換
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
ガ

　
　
績
を
し
な
け
れ
ば
、
會
就
叉
は
會
肚
そ
の
他
の
笛
三
者
に
封
抗
す
る
こ
と
を
得
な
い
か
ら
、
會
杜
解
散
の
基
準
も
、
株
主
名
簿
の
記
載
に
よ
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
の

　
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◎
故
に
何
人
も
知
ら
ざ
る
間
に
會
批
が
解
散
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
様
な
ζ
と
は
起
り
得
な
い
0

　
　
　
2
　
我
國
の
現
訣
に
於
て
は
、
株
式
は
始
ど
全
部
記
名
式
で
あ
つ
て
、
無
記
名
株
の
援
行
さ
れ
る
場
合
は
極
み
て
稀
で
あ
る
。
殊
に
會
批
の
総
秣
式

　
　
が
無
記
名
式
で
あ
る
例
は
惑
ら
く
は
絶
無
に
近
い
と
想
像
す
る
。
故
に
斯
様
な
場
合
を
念
頭
に
置
い
て
法
律
の
改
正
が
行
・
は
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
正

　
　
に
概
く
，
劣
悪
戯
で
あ
る
。

　
　
　
3
　
田
中
（
耕
）
、
改
正
會
泣
法
概
論
七
六
七
頁
、
田
中
（
誠
）
、
改
正
會
吐
提
要
四
三
二
頁
、



六
　
商
法
四
〇
西
條
（
奮
こ
二
一
條
）
改
正
の
理
由
匙
し
’
し
、
第
こ
に
墨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
株
式
會
杜
の
存
績
上
株
主
の
員
数
．
』

重
を
置
か
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
理
由
が
な
い
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
喝
。
然
し
果
し
て
全
く
之
を
度
外
観
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
會
杜
設
立
の
場
合
に
嚢
起
人
七
入
以
上
を
必
要
と
ぴ
て
ゐ
る
の
は
バ
商
ニ
ハ
五
條
）
、
必
す
し
も
株
主
員
数
の
最
低
限
と
云
ふ
意
味
で
は

な
く
漁
嚢
起
人
間
の
相
互
牽
制
に
よ
つ
て
、
そ
の
恣
意
を
防
ぐ
こ
と
と
、
設
立
に
關
す
る
－
責
任
者
を
成
る
可
く
多
く
し
て
利
害
關
係
人
を

保
護
す
る
と
曇
ふ
主
旨
で
あ
る
（
－
）
。
從
つ
て
此
の
七
人
と
云
ふ
員
敷
は
設
立
の
忙
曲
の
條
件
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
ゐ
で
あ
つ
て
、

會
肚
存
立
の
た
め
に
も
亦
，
此
の
七
人
な
る
員
薮
を
最
低
限
と
す
べ
き
か
否
か
は
別
に
之
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
然
し
株
式
會
肚
の
構
造
全
髄
を
通
覧
す
る
な
ら
ば
、
多
数
株
主
の
存
在
を
眼
中
に
置
い
て
そ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か

な
事
實
で
あ
つ
て
、
殊
に
株
主
総
會
そ
の
他
の
機
關
の
組
み
立
て
は
、
株
主
が
一
人
か
二
人
し
か
居
ら
阻
場
合
に
は
、
殆
ど
磁
化
芝
居
の

膳
立
て
と
化
す
る
辱
あ
ら
う
（
2
）
。
、
此
の
黙
か
ら
云
へ
ば
、
多
数
株
主
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
た
肚
團
で
あ
つ
て
初
め
て
株
式
會
証
の
形
態

を
探
る
に
導
る
お
需
る
と
寛
る
の
あ
つ
て
屡
讐
の
團
讐
駕
に
砦
會
霧
磐
｝
讐
こ
と
は
警
て
不
蕃
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

り
、
彊
ひ
て
之
を
株
オ
會
杜
に
組
織
し
て
見
た
所
で
、
そ
の
煩
裟
な
規
定
の
た
め
に
，
不
便
極
ま
り
な
い
緒
果
を
來
す
の
み
で
あ
る
。
立

法
者
は
既
に
斯
様
な
少
数
者
の
團
髄
の
た
め
に
は
有
限
會
肚
の
制
度
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
際
、
少
数
者
の
團
膿
に
封
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

は
株
式
會
肚
の
門
戸
を
閉
し
て
、
成
る
可
く
之
を
株
式
會
杜
形
態
か
ら
は
遠
ざ
け
る
様
に
工
夫
誘
導
す
る
こ
と
が
、
一
方
に
於
で
．
は
親
切

で
あ
る
し
、
又
他
方
に
於
て
は
法
の
威
信
を
保
つ
所
以
で
も
あ
る
6

　
無
論
會
杜
設
立
の
條
件
と
存
立
の
條
件
と
は
同
一
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
か
ら
（
3
）
、
株
式
會
肚
存
立
條
件
と
し
て
の
株
主
員
数
最

低
限
を
、
設
立
の
條
件
と
同
じ
く
七
人
と
す
る
か
、
或
は
之
を
更
に
切
下
げ
て
五
人
或
は
三
人
と
す
る
か
は
立
法
者
に
於
て
適
宜
定
め
得

る
こ
と
で
あ
る
。
要
嫉
株
式
會
肚
制
度
の
主
旨
と
規
定
の
内
容
か
ら
見
て
．
多
数
株
主
と
致
ふ
，
そ
の
「
多
数
」
な
る
も
の
の
最
下
限
を

　
　
　
　
一
人
會
杜
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
（
一
〇
七
）



　
　
　
　
　
】
人
會
祉
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
二
　
　
　
（
一
Q
八
）

明
規
し
て
之
を
維
持
す
る
方
策
を
施
す
べ
き
で
あ
る
。
故
に
此
の
黙
に
於
～
・
は
寧
ろ
改
正
前
の
規
定
が
ー
七
人
と
い
ふ
敷
及
び
之
を
當

然
の
解
散
事
由
と
ず
嵐
こ
と
の
適
否
は
別
と
し
て
ト
そ
の
趣
旨
に
於
て
安
當
の
根
撫
を
持
つ
も
の
と
云
は
ね
捜
な
ら
溶
い
。
．
改
正
法
が

此
の
規
定
を
削
除
し
、
而
も
之
に
代
る
べ
き
多
数
株
主
維
持
の
規
定
を
他
に
設
け
腐
か
つ
九
こ
と
ぱ
、
此
の
黙
か
ら
は
合
理
性
を
嚢
見
す

る
こ
と
が
出
來
な
い
。

　
假
に
所
観
の
如
く
場
株
式
禽
杜
の
存
績
上
株
主
の
員
数
は
至
く
無
硯
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
人
櫓
肚
は
お
ろ
か
、

株
主
全
員
の
罎
亡
し
た
無
人
禽
杜
の
存
立
も
亦
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
で
あ
る
。
此
の
黙
に
つ
い
て
は
遣
憾
乍
ら
ま
だ
多
く
を
學

読
に
嘉
く
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
，
叢
し
一
人
會
肚
は
認
め
る
が
、
無
大
會
肚
は
認
め
な
い
と
雪
ふ
な
ら
ば
、
株
主
員
藪
に
重
ひ
置

か
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
も
、
自
ら
限
界
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
限
界
が
一
人
で
あ
る
か
二
人
で
あ
る
か
、
又
は
三
人
、

五
人
、
乃
至
七
人
で
あ
る
か
、
此
の
判
漸
の
忙
め
に
は
他
に
根
挨
を
求
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
4
）
。

　
註
　
4
　
西
本
（
辰
）
、
株
式
會
就
爽
起
人
論
ニ
ハ
頁
、
松
波
、
曾
融
法
六
六
七
頁
、
青
木
、
會
肚
法
論
二
〇
九
貢
。

　
　
　
2
　
国
似
冒
ρ
卑
”
。
O
’
ω
・
蔭
b
o
ド

　
　
　
3
　
富
井
、
民
法
原
論
第
】
巻
三
〇
〇
頁
、
三
潴
、
艮
法
総
則
提
要
二
巻
二
一
八
頁
、
穗
積
、
民
法
総
則
上
二
六
．
八
頁
、
同
、
民
法
総
則
、
新
法
學

　
　
秦
集
一
七
七
頁
「
．
長
島
、
民
法
練
典
調
二
五
五
頁
0

　
　
　
4
　
現
行
法
上
、
，
一
人
魯
延
け
存
立
し
得
る
が
、
無
人
會
疵
は
解
散
す
べ
蓬
こ
と
を
明
示
ざ
れ
る
の
に
、
’
田
中
（
誠
）
、
會
融
法
提
要
四
三
一
頁
が
あ

　
　
る
。
砦
し
無
人
會
杜
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
株
式
會
蔵
は
資
本
減
少
の
手
績
に
よ
つ
て
、
そ
伽
資
本
の
総
額
を
減
少
し
得
る
か
。
叉
定
款
の
規
定
に
基

　
　
き
株
t
に
配
當
す
べ
き
利
盆
を
以
て
、
株
式
の
総
撒
を
浦
却
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
（
商
一
ニ
ニ
條
）
。
．
右
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
欺
る
會
杜
は
な
ほ
解

　
　
散
ぜ
ず
に
ゐ
て
も
、
株
主
総
會
を
開
も
こ
と
を
得
ず
、
從
っ
で
取
締
役
、
監
査
役
の
任
期
満
了
し
て
も
後
任
者
を
選
任
す
る
こ
と
を
得
ず
、
、
定
款
の
攣

　
　
更
も
・
寂
解
散
貯
議
も
堤
な
い
こ
と
寒
る
蚕
禁
皇
株
式
総
数
叢
得
し
蕩
倉
曳
寒
羅
最
肇
享
る
・

七
　
會
杜
の
存
績
上
株
主
の
員
数
に
重
を
置
く
必
要
が
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
．
株
式
會
肚
に
關
し
て
の
み
要
當
す
る
事
柄
で
あ
る
と
云
ふ



こ
と
は
出
來
な
い
。
他
の
會
麗
及
び
就
團
法
人
一
般
に
關
し
て
も
同
じ
く
愛
當
す
る
所
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
蓋
し
多
薮
株
主
の
存
在

と
い
ふ
こ
と
は
特
卜
｛
株
式
會
枇
に
彊
く
要
求
さ
れ
る
所
で
あ
喝
の
に
，
㌧
そ
の
株
式
會
肚
柔
於
て
す
ら
一
人
會
枇
を
認
め
嶋
と
云
ふ
な
ら

ば
．
他
の
會
枇
に
於
て
も
之
を
認
め
な
い
乏
い
ふ
理
由
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
に
濁
逸
に
於
て
は
．
』
犬
會
斌
は
株
式
禽
枇
の
み
に
限

ら
す
，
株
式
合
資
含
杜
や
有
限
脅
漣
に
つ
い
て
も
之
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
朗
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
蒐

　
然
る
に
我
商
法
に
於
て
は
，
株
式
會
肚
以
外
の
會
肚
は
皆
「
杜
員
が
一
人
と
爲
り
忙
る
こ
と
」
が
法
定
の
解
散
事
由
で
あ
る
λ
商
九
四

條
．
｝
四
七
條
．
四
六
九
條
、
有
六
九
條
）
。
殊
に
有
限
會
枇
は
，
機
關
構
成
そ
の
他
総
て
の
黙
に
於
て
、
株
式
會
杜
に
比
し
て
極
め
て
簡

略
に
出
來
て
ゐ
る
か
ら
、
一
人
會
杜
で
あ
つ
て
も
，
株
式
會
肚
の
場
合
の
如
く
道
化
が
か
つ
た
膳
立
て
を
彊
要
き
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ

　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

れ
に
も
拘
ら
す
，
有
限
曾
杜
は
何
故
に
吐
員
一
人
ど
な
つ
た
蓼
ら
ば
解
散
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。

　
元
も
と
有
限
會
吐
は
比
較
的
少
人
数
の
團
艦
を
限
屯
に
置
い
て
設
け
ら
れ
た
會
枇
形
態
で
あ
つ
て
、
現
に
・
／
、
の
吐
員
々
数
の
最
肯
同
限
を

原
則
と
し
て
五
十
人
に
制
限
し
で
ゐ
る
の
も
此
の
た
め
で
あ
る
（
有
八
條
尾
株
式
會
枇
に
つ
い
て
は
、
株
主
員
鐵
の
最
高
限
を
制
限
す
る

規
定
な
ど
は
な
い
の
で
あ
つ
て
，
む
む
ろ
場
合
に
ポ
つ
て
は
藪
干
人
若
く
は
数
萬
入
も
株
主
の
ゐ
る
こ
と
を
豫
想
し
℃
、
総
て
の
制
度
が

匙
來
て
ゐ
る
u
從
づ
て
此
の
制
麦
を
そ
の
ま
、
株
主
が
一
人
し
か
居
ら
ぬ
一
人
會
祉
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
，
．
非
常
な
無
理
を
生
す
る
。

然
る
に
有
限
會
杜
の
場
禽
に
は
，
實
際
上
に
於
て
も
，
睦
、
い
ぜ
い
こ
。
三
人
の
肚
員
を
以
て
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
大
多
数
で
あ
つ
て
、

そ
の
規
定
を
↓
入
含
祉
の
場
合
阻
そ
の
ま
、
適
用
し
て
も
、
さ
し
た
る
無
理
は
感
ぜ
ら
れ
な
い
ρ
で
あ
る
ゆ

　
實
際
走
の
問
題
と
し
て
，
若
し
有
限
會
肚
の
制
鹿
が
株
式
會
肚
の
制
度
よ
り
も
簡
略
で
あ
る
た
め
に
、
、
一
人
會
肚
と
し
て
都
合
が
良
い

と
す
る
な
ら
ぼ
、
恐
ら
く
は
實
際
界
は
法
律
の
規
定
を
乗
り
越
え
て
一
人
有
限
會
肚
を
實
現
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
方
法
は
既
に
株
式
會

杜
に
於
て
経
験
濟
み
の
藁
人
形
を
用
ひ
れ
ば
簡
軍
に
出
來
る
の
で
あ
る
。
今
日
一
人
會
肚
の
途
を
株
式
會
杜
に
ぽ
開
き
、
有
限
會
枇
に
は

　
　
　
　
一
人
曾
就
に
つ
い
て
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一
人
會
社
に
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い
て
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四
　
　
　
（
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閉
し
た
と
し
て
も
、
實
際
雰
は
斯
様
な
こ
と
に
は
拘
泥
し
な
い
窯
一
人
會
肚
の
必
要
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
重
要
部
分
は
藁
人
形
に
よ

る
實
質
的
な
一
人
有
限
會
肚
の
方
に
走
る
で
あ
ら
う
。
此
の
場
合
．
不
便
を
し
の
ん
で
も
株
式
會
肚
を
選
ぶ
様
な
愚
（
？
）
は
敢
へ
て
し
な

い
の
で
あ
る
（
4
）
ρ

　
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
債
樺
者
保
護
の
黙
で
あ
る
。
有
限
責
任
の
制
度
は
も
最
初
か
ら
債
穰
者
の
犠
牲
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
立
法
者
と
し
て
は
、
有
限
責
任
を
認
め
る
反
画
に
は
必
す
そ
の
横
牲
を
極
力
豫
防
し
て
取
引
の
安
全
を
圖
る
用
意
を
爲
す
べ
き
で
あ

る
。
此
の
黙
か
ら
言
つ
て
、
有
限
會
肚
の
資
本
の
総
額
は
一
萬
圓
を
下
る
こ
と
を
得
な
い
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
の
に
（
有
九
條
）
、
株
式
會
杜

の
資
本
に
つ
い
て
は
そ
の
最
低
額
を
規
定
せ
す
，
從
つ
て
株
式
會
肚
は
資
本
金
三
百
五
十
圓
乃
至
百
四
＋
圓
を
以
て
之
を
設
立
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

を
得
べ
く
、
而
ゑ
一
旦
設
立
さ
れ
た
後
は
、
更
に
資
本
減
少
し
て
之
を
五
十
圓
乃
至
二
十
圓
ま
で
に
下
し
得
る
と
云
ふ
な
ら
ば
（
ム
株
會
肚

商
二
〇
こ
條
こ
項
）
、
株
式
會
冠
に
一
人
會
杜
を
認
め
み
こ
と
は
制
度
と
し
て
訣
階
あ
る
も
の
と
謂
は
ざ
む
を
得
な
い
。
蓋
し
一
方
に
於

て
斯
様
な
少
額
資
本
金
の
株
式
會
肚
を
許
す
な
ぢ
ぱ
、
他
方
に
於
て
如
何
に
法
律
が
ぐ
の
資
本
維
持
又
は
充
實
を
嚴
格
に
働
行
せ
し
め
て

　
　
　
ゆ

見
沈
所
で
、
債
椹
者
保
護
に
は
大
し
て
役
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
之
に
反
し
有
限
會
肚
起
於
て
は
、
資
本
金
額
そ
の
も
の
が
祝
め
か
ら
、

極
端
に
少
響
は
雪
鐸
い
2
あ
る
か
皇
人
會
撃
勃
器
る
弊
鼠
株
式
緯
に
馨
る
程
・
菅
く
は
な
い
の
で
あ
る
（
2
）
・

　
註
　
1
　
法
律
が
一
人
有
限
會
耽
の
存
績
を
認
め
な
い
理
由
と
し
て
學
者
の
説
く
所
は
、
主
と
し
て
有
限
會
社
に
於
て
は
持
分
護
渡
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
て
、

　
　
株
式
會
祉
の
場
合
の
如
く
、
何
人
も
知
ら
ざ
る
問
に
杜
員
が
一
人
と
な
つ
て
ゐ
た
と
謂
ふ
檬
な
こ
と
は
な
い
か
ら
、
と
言
ふ
に
在
る
が
（
田
中
（
耕
）
、

　
　
前
掲
九
三
九
頁
．
田
中
（
誠
）
、
前
掲
七
二
九
頁
、
大
隅
沸
前
掲
五
七
九
頁
）
、
此
の
貼
は
株
式
會
肚
に
於
て
も
そ
の
心
配
の
な
い
こ
と
前
蓮
の
通
軌
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
る
。
又
株
式
會
杜
の
場
合
に
は
一
人
會
証
b
な
、
つ
て
も
將
來
株
式
の
分
散
の
可
能
性
が
充
分
あ
る
が
、
有
限
會
杜
の
揚
合
に
は
將
來
持
分
々
散
の
可
能

　
　
性
が
少
い
と
云
ふ
理
由
も
撃
げ
ら
れ
ご
ゐ
る
（
田
中
（
耕
￥
田
中
（
誠
）
、
各
前
掲
）
。
然
し
有
限
會
祉
の
持
分
譲
渡
に
つ
き
杜
員
総
會
の
特
別
決
議
を
得

　
　
る
こ
と
を
要
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
（
有
一
九
條
）
、
一
人
會
吐
の
場
合
に
は
何
等
の
制
限
に
も
障
害
に
も
な
ら
な
い
と
云
ふ
こ
と
を
注
意
せ
ね
ぱ
な
ら
な

　
　
い
。
蓋
し
一
人
吐
唄
が
そ
の
持
分
を
他
に
護
渡
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
即
ち
総
吐
員
が
そ
の
護
渡
に
同
意
し
た
こ
と
に
外
か
、
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
高
々
、
同
意
決
議
の
磯
、
・
面
を
作
る
位
つ
こ
と
で
濟
む
●
の
で
あ
る
（
有
四
二
條
）
。
叉
反
封
に
株
式
會
杜
の
場
合
に
、
定
款
に
株
式
譲
渡
の
制
限
叉
は
禁

　
　
止
の
定
め
あ
る
と
き
に
も
（
商
二
〇
四
條
）
一
人
會
耽
は
出
現
し
得
る
し
（
例
、
相
績
）
、
そ
し
て
既
の
場
合
に
は
將
來
株
式
分
散
の
可
能
性
は
な
い
の



　
　
に
解
敵
せ
ず
に
ゐ
ら
れ
る
の
ぜ
あ
ら
う
か
。
叉
斯
様
た
法
律
上
の
形
式
論
を
離
れ
て
看
る
と
き
は
、
就
中
、
永
績
的
な
本
來
の
ド
人
會
菰
を
問
題
と
す

　
　
る
限
り
、
株
式
會
杜
の
場
合
で
も
、
株
式
の
分
散
は
實
際
上
豫
想
し
得
な
い
の
で
あ
る
・

　
　
　
2
　
立
法
論
と
し
て
は
、
軍
に
】
人
會
就
の
關
係
か
ら
だ
け
で
は
な
し
に
、
そ
の
他
総
て
の
關
係
か
ら
見
て
、
株
式
會
祉
の
資
本
総
額
の
最
低
限
を

　
　
適
當
に
く
例
へ
ば
五
十
萬
圓
）
規
定
す
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
（
濁
逸
株
式
法
七
條
参
照
）
。

八

　
一
鰹
法
律
が
合
名
會
杜
等
に
つ
き
「
肚
員
が
一
人
と
爲
砂
仁
る
こ
と
」
を
解
散
事
由
と
し
て
ゐ
る
理
由
如
何
と
謂
ふ
に
，
そ
れ
は
會

肚
は
総
て
杜
團
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
（
商
五
こ
條
、
有
一
條
）
．
赴
員
一
人
と
な
つ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
肚
團
の
實
騰
を
嵌
く
に

至
ξ
と
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
之
に
反
し
民
法
上
の
公
釜
法
人
が
肚
員
一
人
吃
な
つ
て
も
解
散
ぜ
す
，
肚
員
の
鋏
亡
に
よ
つ
て
始
め
て
解
散

す
る
も
の
と
し
た
の
は
（
民
六
八
條
）
。
祉
團
の
實
罐
が
既
に
消
滅
せ
る
に
も
拘
ら
す
、
公
釜
事
業
を
成
る
可
く
存
綾
せ
し
め
牝
い
と
云

ふ
．
政
策
的
見
地
か
ら
の
特
別
扱
ひ
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
（
ー
）
。

　
も
し
も
さ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
．
株
式
會
肚
に
つ
い
て
も
、
之
と
同
様
の
こ
と
が
言
は
れ
得
な
け
れ
慣
な
ら
な
い
。
帥
ち
株
式
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

肚
の
場
合
に
も
，
民
法
六
八
條
の
如
き
特
別
の
規
定
が
な
い
限
ゆ
は
．
そ
の
實
騰
九
る
肚
團
の
治
滅
に
よ
つ
て
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
か

夢
（
2
）
．
株
主
が
一
人
と
な
れ
ば
當
然
會
肚
は
解
散
寸
濫
、
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
一
人
會
肚
の
存
績
を
認
め
る
袈
め
に

は
．
特
b
そ
の
旨
の
規
定
を
積
極
的
に
設
け
胤
必
要
は
な
い
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
（
3
）
、
若
し
商
法
九
四
條
等
に
於
て

肚
員
が
一
入
と
爲
り
た
る
こ
と
を
解
散
事
由
に
拐
げ
る
の
が
．
肚
團
法
人
鷹
性
質
上
當
然
の
理
を
示
し
君
渇
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
す
る

な
ら
ば
，
特
に
此
の
黙
に
つ
き
規
定
が
な
く
て
も
．
同
一
に
解
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
の
法
定
の
解
散
事
由
の
一
つ
と

し
て
列
墨
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
こ
と
の
み
を
以
て
、
就
團
の
實
罐
を
失
つ
た
會
肚
が
、
依
然
と
し
て
肚
團
法
入
と
し
て
存
綾
し
得
る
と

云
ふ
風
に
は
結
論
し
得
な
い
様
に
思
は
れ
る
。

　
尤
も
商
法
九
四
條
，
閃
〇
四
條
．
有
限
會
融
法
六
九
條
等
の
規
定
は
，
そ
れ
ぞ
れ
會
肚
の
解
散
事
由
を
綱
羅
的
に
列
學
し
鴬
も
の
で
あ

　
　
　
　
一
人
會
肚
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
五
　
　
　
（
一
】
一
）



　
　
　
　
　
一
人
會
吐
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
　
　
　
（
一
一
二
）

つ
て
，
そ
の
列
墨
以
外
の
事
由
に
よ
つ
て
、
會
肚
が
解
散
す
る
場
合
を
認
め
な
い
と
云
ふ
解
澤
も
樽
想
の
籐
地
が
あ
る
参
、
然
し
必
す
し

も
斯
様
に
解
繹
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
ζ
は
な
い
と
思
ふ
。
現
に
例
へ
ば
。
會
肚
が
そ
の
本
店
を
外
國
に
移
輻
し
ガ
と
き
の
如
き
は
、
之
を

解
散
事
由
と
し
て
考
へ
る
飴
地
が
あ
る
し
、
又
例
へ
ば
株
式
會
杜
の
蝪
合
に
も
株
主
が
一
入
も
ゐ
な
く
な
つ
て
、
「
株
主
の
鋏
亡
」
を
來

す
と
き
は
、
之
を
解
散
事
曲
に
数
へ
る
學
者
が
あ
る
（
4
）
。
要
す
る
に
法
律
が
列
畢
し
に
解
散
事
由
の
外
℃
、
或
る
事
由
が
解
激
事
由
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

り
得
る
か
否
か
は
、
そ
盆
ぞ
れ
δ
事
由
ば
つ
い
ぎ
之
を
制
断
す
べ
き
で
あ
つ
て
，
始
め
か
ら
前
記
法
條
に
列
舞
し
t
事
由
以
外
に
ぱ
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し

事
由
は
存
在
し
な
い
と
決
め
て
か
、
る
こ
と
は
出
來
な
ひ
い
の
で
あ
る
。
、

　
詫
ー
了
　
田
中
（
耕
）
、
改
正
會
庇
法
概
論
二
四
〇
頁
、
松
本
、
日
本
會
就
法
論
五
六
ム
頁
．
出
円
木
、
會
杜
法
論
一
四
三
買
、
西
本
逃
會
杜
法
一
六
二
頁
、

　
　
m
中
（
誠
）
．
改
正
會
杜
法
提
要
五
五
九
頁
、
岡
野
、
會
祉
法
一
三
二
頁
、
鳩
山
、
日
本
民
法
総
論
一
コ
ニ
頁
、
中
島
、
民
法
繹
義
三
三
四
頁
。

る
ギ
灘
蕪
鞭
耀
罷
蕪
鯛
鷲
簿
難
纏
麟
箋
轄
鑛
離
棊
繍
讐
撒
貿
醐
騨

　
　
あ
る
・
故
に
此
の
場
介
に
も
曾
就
は
涜
算
の
目
的
の
範
園
内
に
於
て
は
価
存
績
す
る
も
の
と
し
、
権
利
能
力
は
直
ち
に
喪
失
し
な
い
も
の
乏
せ
ね
ば
な

　
　
ら
な
い
。

　
　
　
3
　
松
本
，
私
法
論
丈
集
績
編
」
六
四
頁
。

　
　
　
4
　
田
中
（
誠
）
、
會
祉
法
提
要
四
三
一
頁
◎

九
　
尤
も
杜
員
が
一
人
と
な
れ
ば
杜
團
は
當
然
消
滅
す
る
之
云
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
，
多
少
異
晃
を
挾
む
飴
地
が
あ
る
。

　
抑
も
杜
團
仁
る
が
た
め
に
は
，
複
数
人
の
存
在
を
必
要
と
す
る
と
謂
は
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
，
そ
れ
は
組
合
の
如
く
契
約
關
係
に
よ
つ

て
導
し
て
麹
嬰
る
人
塗
合
弥
匠
？
、
羅
と
し
て
歪
報
磐
意
ぞ
の
機
塑
管
て
・
そ
の
驚
員
の
個
人
的
蕎
心

と
は
別
個
の
、
統
一
的
な
團
彊
意
思
を
有
ち
，
肚
會
的
に
活
動
し
得
る
〕
つ
の
軍
位
と
し
て
、
組
織
的
全
一
髄
を
、
爲
す
も
の
で
な
け
れ
は

な
ら
な
い
。
肚
團
は
斯
る
一
佃
の
猫
立
膿
で
あ
る
が
故
に
、
．
）
れ
を
構
成
す
る
個
人
に
増
減
塑
更
が
あ
つ
て
も
，
依
然
と
し
て
そ
の
同
一

性
を
保
持
し
な
が
ら
存
績
し
得
る
の
で
あ
る
（
1
）
。
故
に
肚
團
と
し
て
は
，
そ
の
構
成
員
の
数
や
同
一
性
に
重
き
を
置
く
必
要
は
居
か
の

で
の
つ
て
、
要
は
そ
の
構
成
員
を
離
れ
た
猫
立
の
枇
會
的
活
動
の
源
泉
九
る
組
織
蜷
が
あ
る
か
否
が
が
枇
團
の
存
否
を
定
め
る
鍵
で
あ
る
。



帥
ち
杜
團
を
設
立
す
る
場
合
の
肚
員
々
数
の
理
論
的
最
少
限
ぼ
二
人
で
あ
る
が
、
現
實
に
個
々
の
杜
團
に
つ
い
で
見
れ
ば
，
も
つ
と
多
数
の

者
が
杜
員
と
な
つ
て
杜
團
が
創
立
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
駄
ラ
。
そ
れ
と
共
に
日
旦
設
立
さ
れ
た
杜
團
に
於
て
、
後
日
肚
員
の
壇
減
が
あ
つ

て
も
、
理
論
的
に
は
肚
團
の
存
立
を
害
し
な
い
で
居
ら
れ
る
謹
で
あ
る
が
、
現
實
μ
個
々
の
肚
團
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
或
は
ン
、
の
肚
員
の
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

一
人
が
脱
退
し
た
だ
け
で
も
，
祉
團
の
結
合
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
，
崩
壌
せ
ざ
る
を
得
な
い
様
な
も
の
も
在
り
得
る
と
共
に

　
　
　
や

（
2
）
、
叉
中
に
は
杜
員
が
著
し
く
減
少
し
て
も
依
然
と
し
て
團
罐
の
存
績
に
支
障
な
く
、
極
端
な
場
合
に
は
、
肚
員
が
一
人
と
な
り
又
は
無
と

な
つ
て
も
ゆ
旬
ほ
相
當
期
間
は
事
實
上
飴
命
を
保
つ
て
、
從
來
通
蔓
引
績
き
團
髄
の
活
動
を
縫
綾
し
得
る
も
の
も
在
切
得
る
。
無
論
、
肚
員
が

一
人
し
か
居
ら
す
、
若
し
ぐ
は
一
人
も
居
ら
な
い
様
な
場
合
に
は
，
嚴
格
な
意
味
に
於
て
團
髄
的
意
思
と
謂
ふ
も
の
は
存
在
し
得
な
い
か
も

知
れ
な
い
が
（
3
）
、
例
ぽ
從
來
の
機
關
を
通
じ
て
事
實
土
活
動
を
纏
績
し
得
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
殊
に
近
い
勝
來
に
於
て
杜
員
獲

得
の
見
込
の
あ
る
場
合
に
は
、
日
時
偶
然
の
事
由
に
よ
つ
て
肚
員
が
一
人
又
は
無
と
な
つ
た
と
し
て
も
、
之
に
よ
つ
て
直
ち
に
當
然
そ
の
肚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

團
が
漕
滅
す
る
も
の
と
は
云
へ
な
い
場
合
も
あ
る
0
で
は
あ
る
ま
い
が
。
肚
員
が
一
人
又
は
無
の
ま
ま
で
、
長
年
月
を
葎
立
し
績
け
る
こ
と

は
出
來
な
い
が
、
現
に
程
な
く
肚
員
が
補
充
さ
れ
た
場
合
に
は
、
從
前
の
肚
團
が
絡
局
的
に
消
滅
し
一
し
、
又
新
た
な
為
別
個
の
肚
團
が
創
立

さ
れ
た
と
見
る
よ
り
は
、
從
來
か
ら
の
肚
團
が
そ
の
ま
、
糠
績
し
て
居
る
と
見
る
の
が
實
際
の
事
實
に
部
し
た
見
方
で
南
ら
う
。

　
民
法
上
の
肚
團
法
人
が
肚
員
一
人
と
な
つ
て
も
解
散
し
な
い
と
云
ふ
の
も
實
は
斯
様
な
場
合
を
豫
想
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
，
必
ず
し

も
肚
團
な
き
肚
團
法
人
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
（
4
）
。
合
名
禽
杜
や
有
限
會
肚
は
肚
員
一
人
と
な
れ
は
解
散
す
る
が
、
新
に
杜
員
を
加

入
せ
し
め
て
會
枇
を
縫
綾
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
し
t
の
も
（
商
九
五
條
二
項
、
有
七
〇
條
二
項
）
。
同
一
杜
團
の
糧
織
な
る
が
故
に
、
標

利
能
力
も
中
断
さ
れ
す
に
飛
綾
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
民
法
上
の
肚
團
法
人
も
，
合
名
會
肚
や
有
限

會
批
も
。
祉
員
が
鋏
亡
し
て
解
散
し
た
場
合
に
は
最
早
、
法
人
や
會
祉
の
織
績
の
途
を
設
け
て
ゐ
な
い
の
ぱ
、
此
の
場
合
じ
は
新
祉
員
獲

　
　
　
　
　
一
人
會
就
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
一
一
三
）



　
　
　
　
　
一
人
曾
杜
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
一
一
四
）

得
の
見
込
が
な
い
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
然
ら
ば
株
式
會
肚
は
如
何
と
云
ふ
に
、
こ
の
場
合
に
は
そ
の
設
立
の
際
に
は
七
人
の
株
主
を
必
要
と
す
る
が
、
存
績
の
條
件
と
し
て
株

主
員
歎
の
最
低
限
を
規
定
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
物
ら
、
後
日
株
主
が
漸
減
L
て
、
一
人
若
く
は
無
ど
な
つ
て
も
、
之
が
た
め
禽
肚
は
直

ち
に
解
散
す
る
も
の
で
は
な
6
。
然
し
此
の
場
合
に
於
て
も
、
杜
團
の
存
在
は
絶
封
の
要
件
で
あ
つ
て
、
法
律
は
杜
團
に
非
ざ
る
株
式
會

肚
を
認
む
る
主
旨
を
何
虞
に
も
規
定
し
て
ゐ
な
い
か
ら
，
株
主
が
一
人
若
く
は
無
と
な
つ
た
た
め
に
、
肚
團
の
存
在
を
認
め
得
な
く
な
つ

た
様
な
場
合
に
は
、
會
肚
は
解
散
す
る
も
の
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
意
味
に
於
て
命
妊
が
総
株
式
を
消
却
し
t
ρ
，
⊥
株
を

淺
し
て
他
の
株
式
全
部
を
消
却
し
た
η
、
又
は
株
式
全
部
を
併
合
し
て
一
株
に
す
過
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
見
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
之
に
反
し
、
株
式
の
譲
渡
或
は
相
績
等
に
因
つ
て
、
偶
々
総
株
式
が
唯
一
人
の
株
主
の
手
に
露
し
t
と
し
て
も
鱒
本
來

之
を
一
人
で
永
績
的
に
猫
占
す
る
こ
と
を
日
的
と
す
る
り
栖
は
な
く
、
早
晩
再
び
譲
渡
し
て
之
を
分
散
せ
し
む
る
意
思
郭
そ
の
一
人
株
主

に
あ
る
と
き
は
、
壮
團
性
は
必
す
し
も
ま
だ
失
は
れ
た
も
の
と
は
謂
へ
な
い
か
ら
，
會
肚
は
解
散
し
な
い
。
會
杜
が
自
己
株
式
の
全
部
を

取
得
し
。
又
は
一
人
の
株
主
充
け
を
残
し
て
他
の
総
株
式
を
取
得
じ
忙
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
商
嚇
二
一
條
）
。

　
右
の
如
く
解
す
る
な
ら
ば
、
株
式
會
肚
に
つ
い
て
は
、
少
く
と
も
一
時
的
、
偶
然
的
な
る
｝
人
會
杜
の
存
綾
は
認
め
得
る
こ
と
と
な

る
。
然
し
斯
様
な
解
繹
を
探
つ
て
も
な
ほ
。
計
叢
的
、
永
績
的
な
る
－
i
完
全
に
肚
團
性
を
獣
除
し
て
ゐ
る
ー
i
本
來
の
一
人
會
肚
を
認

め
る
に
は
至
ら
な
か
。

　
註
　
1
　
石
田
、
杜
圃
、
法
律
學
餅
典
】
二
一
四
頁
◎

　
　
　
2
　
奮
民
取
一
四
四
條
、
佛
民
一
八
六
五
條
、
濁
商
＝
一
コ
條
等
は
斯
様
な
社
團
（
組
合
）
を
眼
中
に
置
い
て
設
け
ら
れ
た
規
定
ゼ
あ
る
。
富
井
、
民

　
　
法
原
論
一
巷
繍
鼠
諦
二
九
九
頁
◎

　
　
　
3
　
佐
々
、
日
本
會
吐
法
五
〇
七
頁
0

　
　
　
4
　
民
法
學
者
の
中
に
は
公
盆
就
團
法
人
が
吐
員
一
人
と
な
つ
て
も
解
散
し
な
い
理
由
を
之
と
同
じ
黙
に
求
め
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
様
て
あ
る
。
仁

　
　
井
田
、
民
法
総
論
二
五
七
頁
、
穗
積
、
民
法
論
上
二
六
八
頁
、
同
、
民
法
総
則
．
．
新
法
學
全
集
一
七
七
頁
、
長
島
、
民
法
総
論
二
五
五
頁
。


